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■司　　会　ＳＡＡ　安藤　公一

■開会点鐘　会　長　青木　邦弘

■斉　　唱　我等の生業

　　　ＳＬ　安藤　公一　

■出席報告

■本日の欠席者
二宮（麻）

■他クラブ出席者
青木、関口（地区）

■ビジター
北瀬　達也様（横浜 rc）

■ゲスト
岡田　隆様（㈱岡田屋代表取締役社長）

■７月誕生祝い

倉本　宏昭会員　　7.24

■恵送を受けた週報
横浜瀬谷 RC
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■会長報告
　1961 年５月 28 日～６月１日に、日本で初

めての国際大会が開催されました。		

　日本で初めての国際ロータリー年次大会は、

東京・晴海ふ頭に新しく建設された国際見本

市センターを中心に開催されました。	

 登録者数は 23,366 人、海外 70 余から７,400

人の参加があったことは、当時の事情を考え

ると驚くべきことだったでしょう。アジアで

初めて開催された年次大会でもあります。こ

の大会の成功により、国内でもロータリーの

存在を広く知らせることとなりました。

１）地区から			

○クラブ研修委員会長会議　　

日時　８月４日㈭ 15 時～

場所　ソシア 21		

○第 15 回ロータリー全国囲碁大会の案内	

日時	 10 月 15 日㈯９時 30 分受付開始

場所　日本棋院会館本館６階 対局場	

○第５グループ会長・幹事会　

日時　７月 26 日㈫ 18 時 30 分～		

場所　新横浜国際ホテルマナーハウス

議題	

①地区大会におけるクラブ奉仕活動事例発表

　について

②次年度ガバナー補佐について

③６クラブ合同例会について

④クラブ活動計画書について

本日の出席数       25 名会  員  数 　 　 　 31 名

本日の出席率　   100％ 修正出席率         99.2％

「人類に奉仕するロータリー」

2016-17年度 RI会長／ジョン・ジャーム　　RI.D2590ガバナー／高 良 　 明 　　横浜旭RC会長／青木　邦弘

Rotary  Serving  Humanity  

横浜旭ロータリークラブ

旭区民まつりにて宮城復興米販売 第５回チャリティーコンサート 被災地の子ども達にクリスマスプレゼント

事務所

例会場

例会日

横浜市旭区二俣川1-2後藤ビル2F／〒241-0821

TEL.045-365-3273／FAX.045-365-3132

E-mail:asahirc@titan.ocn.ne.jp

横浜市旭区二俣川1-45-30工藤ビル

（㈱岡田屋３階会議室）

毎週水曜日／12時30分～１時30分
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■入会式　 挨拶                              　大川　伸一

　私は大川伸一と申します。ここから歩いて

すぐの県立がんセンターの病院長をしており

ます。この度は入会のご許可をいただきまし

て誠にありがとうございます。私はがんセン

ターに平成元年から勤めており以後一貫して

今日に至っております。住居も旭区川島町で

す。私は医療を生業として患者さんのために

働いてまいりましたが、患者さんは旭区を始

めとして泉区、瀬谷区、保土ヶ谷区の方も多

く、医療以外に何か貢献できることはないか

と思っておりましたが、具体的な方法は分ら

ずにおりました。この度、ロータリアンであ

る神奈川県立病院機構の土屋理事長から勧め

があり二宮登様のご推薦をいただき、晴れて

入会させていただくことになりました。ロー

タリーの活動にそって皆様のご教示とご支援

をたまわりながら、その活動に貢献させて頂

きたく思っております。どうぞ宜しくお願い

申し上げます。

■親睦委員会　　　　　　　 　　 田川　富男

○新会員歓迎会のお知らせ

日時　７月 27 日㈬午後６時より

場所　い志井

　昨年度会長幹事、新川会員、市川会員の慰

労会も重ねての開催となりますので、ふるっ

てご参加ください。

■災害対策委員会                                五十嵐　正

　昨日、新川会員と熊本益城町に視察に行っ

て参りました。詳しくは次回の私の卓話の中

でご紹介させていただきますが、二日間つきっ

きりでお世話いただいた宇土 RC、前ガバナー

補佐の作守様よりお土産を頂きましたので、

会員皆様にお配りいたします。

　現地に行ってみますと、町の集落が崩壊し

ており、今やっと近隣の道路が確保され、解

体工事が始まっておりました。

　地元熊本りんどう RC の方は、今は次から次

へと問題が発生し、現在の状況を皆様にお伝

えして、目の前の問題に助言や支援をお願い

したいのですが、情報を整理して発信する時

間がないとのことでした。

　避難所の体育館では約 1,000 人の方が２畳

ほどのスペースをカーテンで仕切り暮らして

おりました。入口から入ると向こうから「こ

んにちは」と元気な声を掛けて下さいました

が、小さく「こんにちは」と返事するのがやっ

との状況でした。

　今回の視察を委員会でこれから協議し、何

ができるか考えてみたいと思います。

　現場に行ってみてよかったです。全国から

の RC の視察は、私たちが３番目だそうです。

関心が薄いようでした。

■ヨコハマ旭ジャズまつりのお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　  北澤　正浩

　当日はロータリアン専用席を用意いたしま

すので、みんなでジャズを楽しみましょう！
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■ニコニコ box( 会員敬称略 )

北瀬達也様 ( 横浜 RC) ／御無沙汰しておりま

す。

青木　邦弘／①大川さん、入会おめでとうご

ざいます。②岡田さん、ようこそ。立派な会

場を提供していただきまして有難うございま

す。③北瀬さん、ようこそ。このまま旭ロー

タリーにいてください！

北澤　正浩／大川さん、岡田さん、ようこそ

横浜旭ロータリークラブへ

滝澤　　亮／①市川さん、クラブ奉仕フォー

ラム宜しくお願いします。②大川様、入会お

めでとうございます。よろしくお願い致しま

す。③岡田さん、ようこそ。

市川　慎二／①本日のクラブ奉仕フォーラム

宜しくお願い致します。②大川さん、ご入会

おめでとうございます。これからロータリー

ライフを楽しんで下さい。③北瀬さん、お久

しぶりです。④岡田さん、素敵な新会場をあ

りがとうございます。

二宮　　登／①大川伸一様、ご入会お目出と

うございます。②岡田さん、ようこそ。

吉原　則光／①大川様、入会おめでとうござ

います。よろしくお願いいたします。②本日

の例会は充実したクラブ奉仕フォーラムであ

りますように。

太田　勝典／①大川さん、入会おめでとうご

ざいます。心より歓迎いたします。②岡田さん、

ようこそ。

関口　友宏／①大川さんのご入会を祝して。

②岡田さんのご入会を期待しています。

兵藤　哲夫／①北瀬さん、岡田さん、ようこそ。

②７月 31 日、ジャズ祭りで会いましょう！

新川　　尚／①北瀬さん、お久しぶりです。

②大川さん、岡田さん、これからも宜しくお

願いします。③市川さん、卓話楽しみです。

佐藤　真吾／①大川さんの入会を祝して。②

岡田さん、例会場有難うございました。今後

ともよろしくお願いいたします。③北瀬さん

ようこそ。

五十嵐　正／①大川さんのご入会を祝って。

②岡田社長、ようこそ。③昨日熊本の益城町

に行って参りました。馬刺しと本場の焼酎に

堪能して参りました。

安藤　公一／①大川さん、入会おめでとうご

ざいます。これからも宜しくおねがいします。

②岡田さん、ようこそ。

佐藤　利明／①大川伸一様、入会おめでとう

ございます。今後とも宜しくよろしくお願い

致します。②横浜 rC 北瀬達也君、ようこそ。

後藤　英則／大川さん、入会おめでとうござ

います。ロータリーを楽しんでください。

齋藤　善孝／①大川さん、入会おめでとうご

ざいます。②北瀬さん、ようこそ。③岡田さん、

会場お世話になります。

倉本　宏昭／①青木会長、北澤幹事、他新役

員就任を祝して。②大川様、入会おめでとう

ございます。一緒に楽しいクラブ創りを目指

しましょう。③兵藤会員、おかえりなさい。

④北瀬さん、岡田さん、ようこそ。⑤誕生祝

いをいただきました。この年になるとありが

たさも…。

田川　富男／①大川様、入会を歓迎致します。

②岡田さん、例会場が近くて良いですね。③

新入会員歓迎会を開催致します。奮っての参

加をお願いします。

■クラブ奉仕フォーラム　　　　  市川　慎二

　クラブ奉仕とは定款で「クラブの機能を充

実させる為に、クラブ内で会員がとるべき行

動にかかわるものである」と記述されていま

す。また、CLPの導入によりクラブ奉仕部門は、

クラブ管理・運営部門とも称されるようにな

り、クラブ奉仕委員会の機能が明確になりま

した。
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迷惑のかからないよう進めてまいりたいと考

えております。

　私は、安藤さんが会長就任の時に入会させ

ていただきました。その前の年、山崎会長の

時のクラブ活動報告書をみましたところ、会

員総数 34 名退会者３名、入会者３名、出席委

員長が倉本さんでしたが、旭クラブ創立 43 年

目にして年間出席率 100% という快挙を成し遂

げ、RI2590 地区としても優秀なクラブと書か

れておりました。

　また、その前年の委員長吉野会員も大変出

席に関してはご尽力されたということで、私

もその報告書をみてあらためて、努力したい

と考えております。

　本年度は、親睦委員会とも連携をとり、例

会の出席はもちろんのこと、会員相互の親睦

を図る企画について、積極的に参加をよびか

け、青木会長中心に盛り立てていきたいと考

えておりますので、微力ながら一年間ご協力

いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。

○親睦委員会／田川　富男

　ロータリーは、より良い奉仕をする事を目

的としての活動させて頂くことにあります。

また、その奉仕の中に楽しい部分が無ければ

長続きの出来る奉仕活動が生まれません。そ

の為にも、日頃からの仲間同士の融和行動が

必要です。今期、理事会にて青木会長より親

睦活動を重視した年度にしたいとの方針を受

けました。その中に、毎月何かしらのイベン

トを開催して親躍を図ってくださいとの指示

がありました。会長からも数々の提案をいた

　この CLP も踏まえ、７つの委員会と連携を

密にとりながら、しっかりと先を見通して、

まずは、一年間の活動に取り組んでいきたい

と思います。そして年間を通しながら、現在

の当クラブの例会や活動、親睦や予算などを

見直して、５年後、10 年後といった将来、ど

ういうクラブにしていきたいか会員が全員で

考えていく必要があると思います。

　その為、各委員長様におかれましては、今

まで通りといった管理、運営だけではなく、

数年先を見越した、考えや活動を展開してい

く必要があります。「組織は人なり」の言葉通

り、目的を認識して、より良い横浜旭ロータ

リークラブに、人が達成していきたいと思い

ます。

　今、必要とされるクラブ内の整備

　（地区協より）

①ロータリーを理解する

　（教育・研修の定期的実施）

②ロータリーを楽しむ

　（４つのテスト・好意と友情を深めるか）

③クラブ組織の見直し（クラブ組織の強化）

④全員参加型の運営

⑤各委員長の独自性に期待

⑥クラブ全体のシステム化

⑦奉仕活動実践の具体的目標を設定する

⑧例会の運営方法（プログラムの充実）

○出席委員会／鈴木　茂之

　この度、出席委員長を仰せつかりました鈴

木です。どうぞよろしくお願いいたします。

　私も入会して四年目になりますが、なかな

か皆様のようにお手伝いができず、このとこ

ろ、出席もままならない状況でありますが、
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だきました。つきましては、会員みなさまの

ご協力とふるっての参加をお願い致します。

　例会時にでも、各親睦委員が協力して、よ

り良い例会にしたいと思います。

・新例会場の利用方法（すでに決定ありかも）

・スマイルレポート申し込み受付と促進

○会報委員会／吉原　則光

　当委員会はクラブの会報の発行という役目

を持った重要な部門です。使命は

①記録

②情報提供

③親睦促進　にあるとされています。これら

を週報にまとめ毎週（今年度 46 回）遅れず、

休まず、出すことに価値があります。

　特に①の記録は欠席者への便宜となり例会

記録の保存はクラブの歴史にもなります。

　具体的には計画書の通りです。良き週報を

つくるためのご協力をお願い致します。

・活動の流れ

会報委員会①②③→週報に集約→会員に配布

○研修・広報 & 雑誌委員会／増田嘉一郎

　クラブ細則上の研修・広報委員会と雑誌委

員会の２つの委員会を表すものとして、中黒

点だと１つの委員会に見れるので、「&」を使

わしてもらった。41 頁の細則第８条第１節１

項では、「（８）研修・ロータリー情報・広報・

IT 委員会」と記載されているが、私の記憶で

は、昨年度委員会名が「研修・広報委員会」

に変わったと思う。

　当委員会の活動計画は、計画書記載のとお

りである。２点補足する。

１）まず研修である。

　全会員を対象とする研修については、昨年

度と同様に、グループ別に翌月の月間テーマ

について検討してもらう。昨年度の反省点と

して、実施されなかったグループがあり、原

因はグループリーダーにあると私は想像して

いる。そこで、今年度は確実にグループ討議

を実施してくれそうな中堅バリバリな人を、

グループリーダーに選任した。第１グループ

は来週７月 20 日に「会員増強」についてであ

り、今年度会員増強委員会が打ち出した「会

員増強キャンペーン」をも含めて、検討して

もらえればと思っている。

２）２番目は、広報である。

　広報については、学問としての広告学なる

ものが確立している。やはりそこでも、その

効果を挙げることが求められている。企業で

の広報は、企業イメージをアップするという

面があるのかもしれないが、結局は売り上げ

であろう。売り上げであるなら、広報の効果

は測りやすい。

　ロータリーの広報も、プロジェクトでの寄

附を求める広告や宣伝活動は、寄附という目

に見える形で表れるので、その効果が測りや

すい。旭区が地域振興課等を介して求めてく

る広告も、両者の親密な関係が基礎となって

当クラブの諸々の活動に跳ね返ってきており、

その効果が分かりやすい。

　問題は、それ以外の広告である。効果を測

る物差しとしては、会員増強になるのではと

の意見もある。地域住民に当クラブの活動が

知れ亘ったとしても、それが会員増強に結び

つかなかったなら、その広報に要した費用は、

無駄金ということであろうか。ご意見がある

方は、私迄是非聞かせていただきたい。
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○増強委員会／関口　友宏

　当地区に於ける会員の減少は、日本ワース

ト１です。クラブの基盤を維持活性化してい

くには、クラブ上げての増強活動が必要です。

特に、郊外型クラブの高齢化が進み、若い会

員の入会が待たれます。

　その為には、地域又はクラブにあった工夫

が必要で、当クラブでは、会費の値下げを目

的に例会場・事務所の移転という大きな作業

を実行しました。

　セミナーでは、「若手会員の増強と退会防止」

をテーマに、同規模のクラブがテーブルを一

つに、ブレーンストーミングを行いました。

　忌俸のない意見交換が出来ましたが、集約

すれば、“会費の減額と例会時間の工夫 " が共

通意見だったように思います。

　諸外国と比べて日本での例会費は高いよう

です。規制概念にとらわれない改革の時期を

迎えたのではないでしょうか。

　また、地区大会の簡素化・IM の存廃を含め、

地区経費の削減に努めて貰い、地区負担金の

減額を求めます。

　例会時間については、早朝・夜間を活用し、

若い人達が出席し易い方法を考える時であり、

私見ですが、入会金の廃止、月２回の例会制

なども今後の検討課題ではないでしょうか。

　SNS の活用、複数クラブとの共同事業、地

区卓話バンクの活用、衛星クラブの結成、増

強活動記録の継続的管理の要請もありました。

○会員選考委員会／内田　　敏（代読市川）　

この委員会は会員に推薦されたたすべての者

を個人的な面から検討してその人格、職業上

及び社会的地位並びに一般的な適格性を徹底

的に調査しなければならない。そして全ての

申込に対する委員会の決定を理事会に報告し

なければならないとクラブ細則にあります。

　よって当委員会は選考にあたっては、例会

にきちんと出席できる人、健康な人、また地

域で指導者たりうる職業であるかを確かめ人

間性を重視し、ロータリアンとしてふさわし

い方を選考したいと思います。

○プログラム委員会／滝澤　　亮

　今年度のプログラムも昨年度同様に、RI 指

定の特別月間と、日本独自の月間をポイント

として計画しました。

①第１週は特別月間に添ったフォーラムの開

　催としました。

　各担当者にはよろしくお願いいたします。

②第２週は職業奉仕としての職業卓話をお願

　いします。

③第３・４週は一般卓話としました。

　外部卓話は会長担当の２回のみにしました。

④第３例会においては R友誌の紹介を

　雑誌委員会にお願いいたします。

⑤第４例会においては、

　増田委員長のたっての頼みで毎月研修の報

　告をしていただきます。

⑥第５例会は会長の指示により、

　夜間例会になります。ロータリーに入会し

　そうな友人の方をぜひお招きください。

⑦ 都合上変更することがあると思います。

　その場合は会員皆様のご協力をお願いいた

　します。

　そこで、早速変更で申し訳ありませんが、　

　イニシェーションスピーチを早い時にやり

　たいと思います。

　本山会員、大川会員よろしくお願いします。

■次週の卓話　　
　　7/27 ㈬  古谷　康司様　　　　　　　　

　　　　　　 （神奈川県立旭高等学校校長）　

　　　　　        　 週報担当　吉原　則光


